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令
和
６
年
度

新
規
採
用
職
員
研
修
会
を
開
催

研　修　会

　

令
和
6
年
度
町
職
員
研
修
会
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
令
和
6
年
度
採
用
職
員
を
対

象
と
し
た
新
規
採
用
職
員
研
修
会
を
6
月

25
日（
火
）～
26
日（
水
）に
松
山
市
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

　

新
規
採
用
職
員
研
修
会
の
修
了
証
書
に

替
え
て
「
受
講
者
名
簿
」
を
掲
載
す
る
。

【
新
規
採
用
職
員
研
修
会
の
研
修
内
容
】

　

◦
会
長
講
話　
　
　

河
野　

忠
康　

氏

　
　
　
　
　

	

（
久
万
高
原
町
長
）

　

◦
自
己
啓
発
・
マ
ナ
ー

　
　
　

全
日
本
作
法
会

　
　
　
　
　
　

	

　

山
辺　

桂
子　

氏

　

◦
電
話
応
対

　
　
　

テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　

祁
答
院　

千
秋　

氏

　

◦
公
文
書
の
作
成
と
扱
い
方

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

主
幹　

渡
邉　

浩
樹　

氏

　

◦
公
務
員
の
あ
り
方

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

主
幹　

藤
田　

将
文　

氏

　

◦
地
方
自
治
・
財
政
・
税
の
し
く
み

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　

行
政
係
長　

佐
藤　

由
紀　

氏

　

◦
地
方
公
務
員
共
済
制
度

　
　
　

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

　
　
　
　

総
務
課
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村　

知
子　

氏

　

研
修
会
受
講
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

令
和
6
年
度
「
新
規
採
用
職
員
研
修
会
」

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　

 

町　

名　
　

 

課　

名　
　
　
　
　

 

氏　

名

上 

島 

町　

町
民
生
活
課　

	

　

宮
本
果
陽
子

　
 

〃 　
　

住
民
課　

	

　
　
　

菊
川　

壮
平

　
 

〃 　
　

住
民
課　

	

　
　
　

澤
田　

友
樹

　
 

〃 　
　

企
画
情
報
課	

　
　

今
井　

孝
志

　

 
〃 　
　

企
画
情
報
課	

　
　

羽
藤　

有
紀

　

 
〃 　
　

教
育
課　
　

	

　
　

天
野　

裕
介

　

 

〃 　
　

建
設
課　
　

	

　
　

村
上　

太
一

　

 

〃 　
　

建
設
課　
　

	

　
　

三
木　

良
平

久
万
高
原
町　

総
務
課	

　
　

箱
岡　

理
惠

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　
　

片
山　

翔
太

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	
　
　

小
西　

双
葉

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	
　
　

丹　
　

美
織

　

 

〃 　
　

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課	

青
木　

晴
渡

　

 

〃 　
　

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課	
安
田　

昂
平

　

 

〃 　
　

林
業
戦
略
課	

　
　

藤
渕　

元
気

松 

前 

町　

財
政
課	

　
　
　
　

河
江　

裕
哉

　

 

〃 　
　

税
務
課	

　
　
　
　

大
賀　

成
美

　

 

〃 　
　

危
機
管
理
課	

　
　

大
川　

兼
新

　

 

〃 　
　

町
民
課	

　
　
　
　

木
本　

大
貴

　

 

〃 　
　

町
民
課	

　
　
　
　

谷
口　

美
春

　

 

〃 　
　

保
険
課	

　
　
　
　

高
橋　

美
優

　

 

〃 　
　

子
育
て
支
援
課	

　

石
川　

晶
太

　

 

〃 　
　

産
業
課	

　
　
　
　

上
本　

美
結

　

 

〃 　
　

社
会
教
育
課	

　
　

上
野　

詩
織

　

 

〃 　
　

子
育
て
支
援
課	

　

二
宮
花
夏
美

　

 

〃 　
　

松
前
ひ
ま
わ
り
保
育
所	

岡
田　
　

悠

　

 

〃 　
　

松
前
ひ
ま
わ
り
保
育
所	

西
井　

千
春

　

 

〃 　
　

松
前
ひ
ま
わ
り
保
育
所	

客　
　

将
太

　

 

〃 　
　

黒
田
保
育
所	　
　
　

松
本　

怜
大

松 

前 

町　

白
鶴
保
育
所	

　

德
山　

七
海

　

 

〃 　
　

白
鶴
保
育
所	

忽
那　

美
貴

砥 

部 

町　

町
民
課	　
　
　
　
　

渡
邉　

愛
未

　

 

〃 　
　

企
画
財
政
課	

　
　

村
上　
　

宙

　

 

〃 　
　

税
務
課	

　
　
　
　

影
浦　

太
貴

　

 

〃 　
　

商
工
観
光
課	　
　
　

今
井　

駿
也

　

 

〃 　
　

地
域
振
興
課	　
　
　

政
平
恵
太
郎

　

 

〃 　
　

農
林
課	

　
　
　
　

門
田　

聖
広

　

 

〃 　
　

社
会
教
育
課	　
　
　

柳
田　

恵
利

　

 

〃 　
　

保
健
セ
ン
タ
ー	　
　

井
上　
　

栞

　

 

〃 　
　

麻
生
保
育
所	　
　
　

横
田　

千
明

　

 

〃 　
　

宮
内
幼
稚
園	　
　
　

橋
本　

美
喜

　

 

〃 　
　

砥
部
こ
ど
も
園	　
　

城
島　

千
穂

内 

子 

町　

住
民
課	　
　
　
　
　

畔
地　

樺
凜

　

 

〃 　
　

町
並
・
地
域
振
興
課	

河
野　

末
奈

　

 

〃 　
　

小
田
支
所	

　
　
　

山
岡　

沙
衣

　

 

〃 　
　

農
林
振
興
課	

　

湊　
　

裕
昭

　
 

〃 　
　

環
境
政
策
室	

　

向
井　

俊
祐

　
 

〃 　
　
内
子
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー	

大
野　

桃
花

　
 

〃 　
　

自
治
・
学
習
課	

　

窪
田　

智
貴

　

 
〃 　
　

学
校
教
育
課	　
　
　

北
本
加
津
美

　

 
〃 　
　

保
健
福
祉
課　

	

小
野　
　

雛

　

 

〃 　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課	　

三
好　

俊
平

　

 

〃 　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課	　

横
田　

太
我

　

 

〃 　
　

保
健
セ
ン
タ
ー	　
　

上
岩　

和
美

　

 

〃 　
　

こ
ど
も
支
援
課	

　

石
岡　

優
奈

　

 

〃 　
　

五
十
崎
こ
ど
も
園	

岡
田　

菜
月

　

 

〃 　
　

五
十
崎
こ
ど
も
園	

北
岡
明
香
里

内 

子 

町　
内
子
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー	

沖
野　

祐
希

伊 

方 

町　

総
務
課	

　
　
　
　

得
能　

琉
矢

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　
　

秋
山
今
日
子

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　
　

阿
部　

明
花

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　
　

竹
本　
　

渚

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　
　

竹
本
満
莉
夢

　

 

〃 　
　

観
光
商
工
課	

　
　

山
口
翔
太
郎

　

 

〃 　
　

建
設
課	

　
　
　
　

小
田　

起
也

　

 

〃 　
　

上
下
水
道
課	

　
　

西
川　

穂
花

　

 

〃 　
　

教
育
委
員
会
事
務
局	

大
黒　

英
莉

　

 

〃 　
　

教
育
委
員
会
事
務
局	

三
瀬
陽
奈
乃

　

 

〃 　
　

町
民
課　

	

　
　
　

橋
本　
　

萌

　

 

〃 　
　

三
崎
支
所	

　
　
　

山
本　

夏
光

松 

野 

町　

保
健
福
祉
課	

　
　

矢
野　

明
香

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　
　

清
家　

愛
子

　

 

〃 　
　

農
林
振
興
課	

　
　

友
近　

正
徳

　

 

〃 　
　

教
育
課	

　
　
　
　

芝　
　

陸
斗

　

 

〃 　
　

防
災
安
全
課	

　
　

戎　
　

真
花

　

 

〃 　
　

中
央
診
療
所	

　
　

山
岡　

真
麻

　

 

〃 　
　

中
央
診
療
所	

　
　

河
野　

真
衣

　

 

〃 　
　

中
央
診
療
所	

　
　

長
谷　

ま
ゆ

鬼 

北 

町　

町
民
生
活
課	

　
　

金
谷　

実
祐

　

 

〃 　
　

保
険
介
護
課	

　
　

清
家
あ
か
り

　

 

〃 　
　

保
険
介
護
課	

　
　

利
根　
　

萌

　

 

〃 　
　

環
境
保
全
課	

　
　

山
本　

雄
大

　

 

〃 　
　

農
林
課	

　

岩
下　

大
河

　

 

〃 　
　

農
業
委
員
会
事
務
局	

水
代　

康
成

　

 

〃 　
　

建
設
課	

　
　

上
山
結
衣
花

　

 

〃 　
　

教
育
課	

　
　

阿
南　

玲
蘭

　

〃　
　
　

泉
公
民
館	

　

谷
岡　

真
美

　

 

〃 　
　

き
ほ
く
の
里
保
育
園	

善
家
亜
由
美

　

 

〃 　
　

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら	

沖
上　

明
来

　

 

〃 　
　
認
定
こ
ど
も
園
ゆ
ず
っ
こ	

善
家　

歌
梨

愛 

南 

町　

企
画
財
政
課	

	

須
原　

康
太

　

 

〃 　
　

企
画
財
政
課	

　
　

橋
本　
　

弦

　

 

〃 　
　

農
林
課	　
　
　
　
　

永
山　

祐
規

　

 

〃 　
　

水
産
課	　
　
　
　
　

小
山　

絵
凪

　

 

〃 　
　

商
工
観
光
課	

　
　

福
田　

新
夏

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　
　

清
家　

陽
奈

　

 

〃 　
　

保
健
福
祉
課	

　
　

西
川　

里
菜

　

 

〃 　
　

高
齢
者
支
援
課	

　

山
口　

真
吾

　

 

〃 　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー	

中
川　

敬
一

　

 

〃 　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー	

木
村　

陽
香

　

 

〃 　
　

環
境
衛
生
課	

　
　

辻
田
竜
泰
郎

　

 

〃 　
　

水
道
課	　
　
　
　
　

下
田　

貴
之

　

 

〃 　
　

学
校
教
育
課	

　
　

橋
本　
　

岳

　

 

〃 　
　

生
涯
学
習
課	

　
　

岡
崎　

泰
尚

「講　話」　
講師：河野会長（久万高原町長）



　（3）　令和₆年₆月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 183 号　

【
令
和
6
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会（
書
面
）】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
河
野
忠
康
久
万
高
原
町
長
）

は
、
令
和
6
年
5
月
30
日
に
理
事
及
び
監

事
の
全
員
に
対
し
て
、
理
事
会
の
決
議
の

目
的
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
提
案
書
を
発

し
、
全
員
か
ら
書
面
に
よ
り
異
議
が
な
い

と
の
意
思
表
示
を
え
て
、
令
和
6
年
6
月

4
日
に
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
。

○
議
　
事

　

第
1
号
議
案

　
　

令
和
5
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

第
2
号
議
案

　
　

令
和
5
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

第
3
号
議
案

　
　

令
和
6
年
度
定
時
評
議
員
会
の
招
集

に
つ
い
て

【
令
和
6
年
度
定
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
河
野
忠
康
久
万
高
原
町
長
）
は
、

令
和
6
年
度
定
時
評
議
員
会
を
6
月
24
日

（
月
）
午
前
10
時
30
分
か
ら
「
愛
媛
県
自
治

会
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

令
和
６
年
度

 
定
例
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

　

会
議
の
出
席
は
、
河
野
忠
康
（
理
事
長
）

及
び
河
野
清
一
（
西
予
市
議
会
議
員
）・
高

門
清
彦
（
伊
方
町
長
）・
加
藤
康
幸
（
松
野

町
議
会
議
長
）・
安
田
俊
一（
松
山
大
学
経

済
学
部
教
授
）・
藤
田
泰
宏
（
砥
部
町
議

会
事
務
局
長
）
の
各
評
議
員
及
び
雲
峰
隆

光
（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
武
智
茂
記

（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）
の
各
監
事
、

向
井
常
務
理
事
等
。

　

河
野
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

定
款
に
よ
り
出
席
し
た
評
議
員
の
互
選
で

加
藤
評
議
員
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
録

署
名
人
に
、
河
野
評
議
員
・
藤
田
評
議
員

の
両
評
議
員
を
指
名
。

　

議
事
に
入
り
、
清
川
事
務
局
長
か
ら
議

案
説
明
が
行
わ
れ
、
令
和
5
年
度
事
業
の

報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
事
業

報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　

評
議
員
・
理
事
・
監
事
の
任
期
満
了
に

伴
う
選
任
に
つ
い
て
は
、
定
款
に
よ
り
候

補
者
ご
と
に
賛
否
を
諮
っ
た
結
果
、
全
員

異
議
な
く
次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

【
評
議
員
】

　

玉
井　

敏
久
（
西
条
市
長
）

　

藤
原　

秀
博
（
今
治
市
議
会
議
長
）

　

高
門　

清
彦
（
伊
方
町
長
）

　

加
藤　

康
幸
（
松
野
町
議
会
議
長
）

　

山
口　
　

巧
（
松
山
大
学
常
務
理
事
）

　

藤
田　

泰
宏（
砥
部
町
議
会
事
務
局
長
）

【
理　

事
】

　

武
智　

邦
典
（
伊
予
市
長
）

　

渡
部　

克
彦
（
松
山
市
議
会
議
長
）

　

河
野　

忠
康
（
久
万
高
原
町
長
）

　

久
保　

美
博
（
内
子
町
議
会
議
長
）

　

新
井　

英
夫
（
松
山
大
学
理
事
長
）

　

向
井　

政
明（
愛
媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）

【
監　

事
】

　

雲
峰　

隆
光（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）

　

武
智　

茂
記（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）

　

酒
井　

啓
司
（
税
理
士
）

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
。

○
議
　
事

　

第
1
号
議
案

　
　

令
和
5
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
の

承
認
に
つ
い
て

　

第
2
号
議
案

　
　

評
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
に

つ
い
て

　

第
3
号
議
案

　
　

理
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
に
つ

い
て

　

第
4
号
議
案

　
　

監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
に
つ

い
て

あいさつする河野理事長
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持続可能な地域社会の実現に関する緊急要望

　このたび、人口戦略会議から新たな地域別将来推計人口に基
づく「消滅可能性自治体」等の分析結果リストが公表された。
　このリストは20歳から39歳の女性人口が半減するという一
面的な指標をもって、「消滅」という過激な言葉で線引きする
ものであり、住民の不安やあきらめ、分断をもたらしかねない
ものであり、極めて遺憾である。
　我々町村関係者は、高齢化が進み人口減少が避けられない中
にあっても、地域産業の振興や少子化対策に努め、人口流失の
抑制と積極的な移住対策など地域社会を持続可能なものとす
べく、努力してきたところである。
　しかしながら、我が国も全体として人口減少する時代を迎
え、東京一極集中に歯止めがかからない状況においては、それ
ぞれの地方自治体の努力だけで抜本的改善を図ることは困難
である。まずは国全体としてこれまでの政策対応を検証し、人
口問題や少子化対策、東京一極集中の是正に関して抜本的な対
策を講じていく必要がある。
　農山漁村は、食料安全保障、国土保全やエネルギーの供給な
ど重要な役割を果たしており、都市と農山漁村が共生し、地域
を持続可能なものとしていくことこそ日本全体の安定と成長
につながるものと考える。
　よって、国は下記の項目の実現に全力を挙げて取り組むこと。

　記　
₁．「こども大綱」等で示された抜本的な少子化対策について
早急に実行するとともに、結婚 ･出産 ･子育て願望を、現実
に叶えるための支援策をさらに検討し実施すること。
₂．「地方創生」や「デジタル田園都市国家構想」などの取組
を検証し、さらに東京一極集中を是正するための抜本的対策
を講じること。
　　特に地域内において生業が可能となる産業の振興に国を
挙げて強力に取り組むこと。
　　また、都市と地方の所得格差の是正を図るとともに、関係
人口の創出や二地域居住の推進など都市と農山漁村が共生
する取り組みに対する支援を行うこと。
₃．少子化対策や地域振興に関して、市町村が創意工夫して行
う取組に対し、地方財政措置等の支援を行うこと。
₄．生まれ育った地域や国土を理解し、守る心を育む教育を根
幹に据えた教育改革の推進に積極的に取り組むこと。
₅．食料安全保障や国土保全の観点から、担い手の減少が深刻
な農林漁業者の確保対策を早急に講じ、農山漁村地域経済の
安定を実現すること。
₆．さらなる市町村合併の推進など地域を切り捨てる施策は絶
対に行わないこと。
　　　令和₆年₅月29日
	 　　　　　　　　　　全国町村会長　吉田　隆行

　

全
国
町
村
会
は
、
6
月
19
日
（
水
）
全

国
町
村
会
館
で
「
全
国
自
治
協
会
評
議
員

会
・
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
・
全
国
町

村
会
理
事
会
・
都
道
府
県
会
長
会
・
全
国

町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
通
常
総
代
会
」

を
開
催
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
河
野
会
長
（
久
万
高
原

町
長
）
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

◆
全
国
自
治
協
会
評
議
員
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

議
長
の
互
選

3　

議
事
録
署
名
人
の
選
出

4　

議　

事

　

⑴　

令
和
5
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
5
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
書
に
つ
い
て

　

⑶　

監
事
及
び
評
議
員
の
選
任
に
つ
い

て

　

⑷　

そ
の
他

全
国
自
治
協
会
評
議
員
会

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

全
国
町
村
会
理
事
会

都
道
府
県
会
長
会
等
を
開
催

全
国
町
村
会
　

◆
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

政
策
説
明

　
「
学
校
教
育
と
教
師
を
取
り
巻
く
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
」

　
　

文
部
科
学
省
大
臣
官
房

　
　

学
習
基
盤
審
議
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

敦
行　

氏

3　

協
議
事
項

　

◦
「
令
和
7
年
度
政
府
予
算
編
成
及
び

施
策
に
関
す
る
要
望
」（
案
）
に
つ
い
て

4　

そ
の
他

◆
全
国
町
村
会
理
事
会

　
都
道
府
県
町
村
会
長
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

議
事
録
署
名
人
の
選
任

3　

議　

事

　

⑴　

令
和
5
年
度
決
算
等
に
つ
い
て

　

⑵　

監
事
の
選
任
に
つ
い
て

4　

報　

告

　

⑴　

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
つ
い
て

　

⑵　

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に

関
す
る
緊
急
要
望
に
つ
い
て

　

⑶　

そ
の
他

◆
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
総
代
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

議
事
録
署
名
人
の
選
任

3　

議　

事

　

⑴　

令
和
5
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

等
に
つ
い
て

　

⑵　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

4　

そ
の
他

5　

閉　

会
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令和６年度町職員法制執務研修会実施要領

	 　　愛媛県町村会

₁　研修目的
　　町の法制執務担当職員として必要な条例、規則の立案、解釈等の知識を修
得することにより、当該町の法制の整備充実に資することを目的とする。
₂　「ぎょうせいｅアカデミー」ｅラーニング視聴可能期間
　　令和₆年₆月19日（水）～令和₆年₈月18日（日）
₃　研修講師
　　株式会社ぎょうせい法制ソフト課　山下　勝弘　氏
₄　研修コース名
　　法制執務入門　初めて作る改正規定
₅　研修受講対象者
　　法制執務担当職員およびこれに準ずる職員
　　（法令の読み方等基礎知識の習得に関する研修とし、原則として初心者を対
象とする）
₆　研修経費
　　受講者₃名までについては本会が負担し、受講者が₄名以上の場合は、₃
名を超える人数から１人につき7,040円（税込）を、各団体においてご負担くだ
さいますようお願いいたします。
₇　その他
　⑴　ｅラーニングでの研修方法としており、株式会社ぎょうせいから、配信
期間の前日に受講者のメールアドレスにＵＲＬ等が送付されます。

　⑵　送付されたＵＲＬ等の使い回しは禁止されておりますので、必ず受講さ
れる方全員の名簿をご提出ください。

法
制
執
務
研
修
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
　

人
物
試
験
評
価
者
講
習
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
　

令和６年度人物試験評価者講習実施要領

	 愛媛県町村会

１　研修目的

　　近年、町の職員採用試験において、人物重視の観点から、面接試験

の比重が高まっている。一方、面接試験は、面接者の主観的判断が働

きやすいため、面接者相互間で評価結果が異なる場合があるなど、そ

の弱点も指摘されている。

　　このことから、面接試験の基礎知識、質問の技法、評価の技法を修

得することにより、今後の面接試験の適切な実施に寄与することを目

的とする。

₂　研修動画配信期間

　　令和₆年₆月21日（金）～令和₆年₇月26日（金）

₃　研修講師

　　公益財団法人日本人事試験研究センター　武廣　　巌　氏

₄　研修受講対象者

　　面接試験官及び面接試験担当者

　
　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
6
月
21
日（
金
）

か
ら
7
月
26
日（
金
）
ま
で
「
令
和
6
年
度

人
物
試
験
評
価
者
講
習
」
を
動
画
配
信
で

開
催
。

　

近
年
、
町
職
員
採
用
試
験
に
お
い
て
は
、

人
物
重
視
の
観
点
か
ら
面
接
試
験
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
面
接
試
験

の
基
礎
知
識
や
質
問
・
評
価
の
技
法
を
習

得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
面
接
試
験

の
適
切
な
実
施
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
」

　
　

公
益
財
団
法
人

　
　

日
本
人
事
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

�

　

武
廣　
　

巌　

氏

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
6
月
19
日（
水
）か

ら
8
月
18
日（
日
）
ま
で
「
令
和
6
年
度
町

職
員
法
制
執
務
研
修
会
」
を
動
画
配
信
で

開
催
。

　

町
の
法
制
執
務
担
当
職
員
と
し
て
必
要

な
条
例
、
規
則
の
立
案
、
解
釈
等
の
知
識

を
修
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
町
の
法

制
の
整
備
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
法
制
執
務
入
門　

�

初
め
て
作
る
改
正
規
定
」　

　

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
法
制
ソ
フ
ト
課

�

　
　
　
　
　

山
下　

	

勝
弘　

氏
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６
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
第
11
回
愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
2
0
2
4

▽
3
日
＝
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
役

員
推
薦
会
議

▽
4
日
＝
令
和
6
年
度（
公
財
）愛
媛
の
森

林
基
金
理
事
会（
第
2
回
）、（
公
財
）愛

媛
県
市
町
振
興
協
会
第
1
回
定
例
理
事

会（
書
面
開
催
）

▽
5
日
＝
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
令

和
6
年
度
第
1
回
評
議
員
会
、
令
和
6

年
度
愛
媛
県
自
転
車
新
文
化
推
進
協
会

総
会

▽
6
日
＝
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
第

2
3
7
回
理
事
会
、（
一
社
）愛
媛
県
発

明
協
会
令
和
6
年
度
第
1
回
理
事
会

▽
12
日
＝
愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
令
和

6
年
度
第
1
回
理
事
会
、
令
和
5
年
度

愛
媛
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
業

報
告（
案
）及
び
収
支
決
算（
案
）会
計
監

査
▽
13
日
＝
第
76
回
全
国
植
樹
祭
愛
媛
県
実

行
委
員
会
第
2
回
幹
事
会

▽
14
日
＝（
公
財
）え
ひ
め
産
業
振
興
財
団

評
議
員
会

▽
18
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
団
令
和
6
年
度
第
1
回
評
議
員
会
、

全
国
町
村
会
政
調
幹
事
会
、
都
道
府
県

町
村
会
事
務
局
長
会
議
、
災
害
共
済
事

務
連
絡
会
議

▽
19
日
＝
（
一
財
）
全
国
自
治
協
会
評
議

員
会
、全
国
町
村
会
政
務
調
査
会（
全
体

会
議
）・
理
事
会（
都
道
府
県
会
長
会
）、

政
務
調
査
会（
行
政
委
員
会
）、
全
国
町

村
職
員
生
活
協
同
組
合
令
和
6
年
度
通

常
総
代
会

▽
20
日
＝
愛
媛
県
新
幹
線
導
入
促
進
期
成

同
盟
会
幹
事
会
及
び
担
当
課
長
会
、
令

和
6
年
度
北
方
領
土
返
還
要
求
愛
媛
県

民
会
議
理
事
会

▽
21
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
・
愛

媛
県
町
村
議
会
議
員
共
済
事
業
特
別
会

計
令
和
5
年
度
会
計
監
査
、
愛
媛
県
町

村
会
・
全
国
生
協
愛
媛
県
支
部
令
和
5

年
度
会
計
監
査

▽
24
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
6
年
度
定
時
評
議
員
会

▽
25
日
＝
令
和
6
年
度
新
規
採
用
職
員
研

修
会（
26
日
ま
で
）

▽
26
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
国
際
交
流
協
会

令
和
6
年
度
第
1
回
評
議
員
会

▽
27
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
事
務
局
長
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委

員
協
議
会
幹
事
会

▽
30
日
＝
愛
媛
県
防
衛
協
会
定
期
総
会
・

記
念
式
典

　
　

梅
雨
の
夜
に
想
う

　

梅
雨
。
水
珠
が
色
鮮
や
か
な
ア
ジ
サ
イ

の
花
と
葉
を
流
れ
落
ち
る
様
は
、
蒸
し
暑

い
一
時
を
涼
し
く
さ
せ
て
く
れ
る
。
列
島

も
6
月
に
入
り
、
遅
れ
気
味
で
南
か
ら
順

に
入
梅
、
沖
縄
地
方
は
梅
雨
明
け
し
た
。

　

毎
日
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
嫌
な
「
梅
雨
」

も
自
然
界
の
生
き
物
達
に
と
っ
て
は
、
計

り
知
れ
な
い
大
き
な
恩
恵
で
あ
る
。
日
常

生
活
に
極
端
な
長
雨
と
豪
雨
は
お
断
り
で

あ
る
が
、
瑞
穂
の
国
と
し
て
、
ま
た
、
夏

期
に
備
え
た
「
水
量
」
が
、
天
か
ら
の
恵

み
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　

近
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
り
世
界
各
地

で
雨
季
に
関
係
な
く
、半
端
で
は
な
い
大
雨

に
見
舞
わ
れ
、
多
数
の
死
者
・
行
方
不
明

者
が
出
て
い
る
。逆
に
雨
が
全
く
降
ら
ず
乾

燥
か
ら
砂
漠
化
し
、
作
物
は
枯
れ
果
て
食

料
不
足
へ
。海
外
の
某
地
域
で
は
飲
み
水
の

「
水
騒
動
」
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
。
如
何

に
超
近
代
化
さ
れ
よ
う
と
も
、「
降
雨
」
は

人
間
に
と
っ
て
、自
然
界
か
ら
の
切
っ
て
も

切
れ
な
い
最
高
の
贈
り
物
で
あ
る
。

　

今
日
、「
核
」を
背
景
に
ち
ら
つ
か
せ
、自

己
主
張
・
行
動
の
諸
氏
に
は
、
こ
こ
ら
で
一

寸
立
ち
止
ま
り
、
年
毎
に
上
が
る
地
球
気

温
へ
の
危
機
を
意
識
、
襲
い
か
か
る
自
然

の
異
変
こ
そ
真
の
「
戦
う
相
手
」
で
あ
る

こ
と
を
解
か
っ
て
ほ
し
い
。国
の
リ
ー
ダ
ー

も
市
井
の
人
も
、
乗
り
合
せ
が
同
じ
泥
船

な
ら
ば
行
く
着
く
先
は
同
じ
で
あ
る
…
。

　

さ
て
、
自
然
環
境
悪
化
の
行
程
の
中
に

あ
る
現
代
社
会
。
我
が
国
で
は
「
出
生
率

1
・
20
」
の
数
字
が
、メ
デ
ィ
ア
で
一
斉
に

流
れ
た
。
大
方
の
人
が
、
将
来
の
我
が
国

の
姿
に
一
抹
の
不
安
を
感
じ
た
は
ず
。
ま

さ
に
避
け
ら
れ
な
い
人
口
減
少
の
未
来
予

測
は
、
頻
発
す
る
各
地
の
地
震
と
と
も
に

大
き
な
6
月
の
衝
撃
報
道
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
は
、
世
界
的
に
先
頭
を
行

く
日
本
で
あ
る
。
今
年
の
出
生
数
は
70
万

人
を
下
回
る
推
定
。
出
生
数
に
死
亡
数
を

比
し
、
昨
年
は
「
自
然
減
」
が
約
85
万
人

と
著
し
い
人
口
減
少
の
現
実
、
こ
れ
は
止

め
よ
う
が
な
い
流
れ
に
あ
る
…
。

　

以
前
か
ら
本
欄
で
述
べ
て
き
た
高
齢
者

年
齢
の
定
義
の
引
き
上
げ
が
、
よ
う
や
く

実
現
し
そ
う
で
あ
る
が
、
併
せ
て
無
理
な

く
労
働
人
の
心
地
よ
い
（
賃
金
に
偏
る
の

で
は
な
い
「
生
き
が
い
」
重
視
へ
）
年
齢

の
引
き
上
げ
を
現
場
に
お
い
て
早
急
に
具

現
化
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
女
性
が
働

き
甲
斐
の
あ
る
社
会
へ
の
環
境
整
備
が
急

が
れ
る
。
た
だ
こ
こ
で
労
働
者
数
不
足
の

単
な
る
安
易
な
埋
め
合
わ
せ
は
、
極
め
て

慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
改
め
て

主
張
し
た
い
。
受
け
入
れ
側
と
移
民
、
両

者
の
理
解
度
に
差
異
が
あ
っ
て
は
、
将
来

に
禍
根
を
残
す
。

　

こ
と
こ
こ
に
到
っ
て
は
、
進
歩
に
制
限

の
な
い
「
科
学
」
を
各
分
野
で
活
か
し
た

「
高
品
質
の
リ
ト
ル　

ジ
ャ
パ
ン
」
も
選
択

の
一
つ
で
あ
る
事
を
深
く
梅
雨
の
夜
に
想

う
。

　

我
が
国
に
は
、
昔
の
諺
に
『
身
の
丈
に

あ
っ
た
暮
ら
し
』、『
軒
を
貸
し
て
、
母
屋

を
取
ら
れ
る
』
が
あ
る
。
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